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市政だより 交通事故相談日 [[厚生国民年金

1月25日(火) 11相談日

間 L1mm)
10時--15時

! なるべく事故に |市役所市民相談室
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農業後継者として施設園芸と取組みがん張っている新成人の岡山政弘さん

社会人として責任ある行動を

希霊に満ちた

新成人になられた(男 524人、 女 411人)皆さんお

めでとうございます。

民法第3条に「満20年ヲ以テ成年トス」と定めてあ

るように、法律上独立の社会人としての地位が与えら

れます。

1月15日は、おとなになったことを自覚し、自ら生

きぬ乙うとする青年を祝う日です。

成人者は、厳しい現実の社会で、社会人としての基

本的な教養を身につけ主体性をもち、責任ある行動を

とるように心がけなければなりません。

今津郷の岡山政弘さんも成人の仲間入りをし、立派

な農業後継者として施設園芸と取組み、ショウガを主

体にし‘また裏作lζ葉栽をするなど農業を生きがいと

してがん張っています。

将来の抱負について、農業経営の安定化をめざし規

模の拡大を計りたいと語っています。

成 人の日

1月 I5日
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛 印刷所/九州凸版株式会社
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消

防

出

初

め

式

や

1
Lt

恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
一
月

八
日
市
民
会
館
で
戸
仔
わ
れ
ま
し
た

会
場
に
は
1

、来
賓
並
び
に
各
関

係
者
多
数
出
席
の
も
と
、
久
田
繁

太
郎
消
防
団
長
以
下
六
八
三
人
、

消
防
署
橋
本
喜
一
署
長
以
下
回
六

人
が
集
り
、
消
防
功
労
者
な
ど
の

功

労

者

を

表

彰

努

消
防
署
前
通
り
に
は
、
観
閲
台

が
設
け
ら
れ
、
消
防
車
、
各
分
団

が
堂
々
の
分
列
行
進
を
行
い
、
最

寄託義母ぜ名管長~長~義智弘~県安義~名餐奇麗

3消防功労者を表彰 j
E豊島吉宗持苦手持右手持吉宗持右手持苦手持右手持涼持強~

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

L
た。

式
典
終
了
後
、
市
民
会
館
前
庭

で
消
防
車
の
点
検
、
各
分
団
の
観

聞
が
あ
り
、
寒
風
膚
を
さ
す
中
で

消
防
車
に
よ
る
市
中
行
進
、
団
員

の
徒
歩
行
進
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
‘

ま
し
た
。

長
崎
県
知
事
表
彰
(
敬
称
略
)

ハ
永
年
勤
続
功
労
章
)

松
永
繁
て
増
田
繁
満
、
井
手
幹

福
田
利
男
、
山
口
英
之
、
藤
本
栄

松
田
昇
、
小
川
土
喜
雄
、
梶
原
勝

徳
、
山
口
栄
.
一
ノ
甑
噴
、
羽
佐

古
孝
夫
、
一
瀬
汀
、
森
広
作
、
岩

崎
照

一
、
田
添
重
俊
、
中
川
内
逸

雄長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
特
別
有
功
章
)

今
富
侃
、
井
手
幹
、
中
嶋
辰
貰
、

小
野
重
美
、
神
原
隆
芳
、
鶴
栄
、

田
川
丈
夫
、
福
田
隆
、
野
本
一
、

島
内
健

堂々と分列行進をする団員の皆さん

後
に
大
上
戸
川
金
丸
橋
付
近
で
勇

壮
な
放
水
訓
練
を
し
て
出
初
め
式

を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

松永繁ーさんら 250人

(
有
功
章
)

前
田
正
幸
、
光
山
毅
、
今
里
喜
代

治
、
原
田
元
喜
、
鬼
石
久
雄
、
平

山
勝
則
、
前
田
政
良
、
田
平
伝
、

森
慶
木
、
本
山
茂
俊
、
'反
福
義
晃

南
口
謙
知
、
池
田
卯
て
岳
尾
信

之
、
渡
辺
利
喜
夫
、
福
井
昭
俊
、

馬
場
一
男
、
山
道
俊
朗
、
山
口
利

久
、
満
居
登
、
福
田
勇
、
黒
川
征

治
、
開
百
て
溝
口
明
治
、
池
田
春

好
、
久
保
井
学
、
溝
口
禎
治
、
山

田
拓
、
塩
谷
基
記
、

富
永
政
勝
、

永
吉
俊
雄
、
山
口
義
昭
、
井
川
純

男
、
岩
永
利
雄
、
中
川
内
逸
雄
、

一
ノ
瀬
噴
、
田
添
重
俊
、
羽
佐
古

孝
夫
、
森
広
作
、

森
口
貴
、
井
手

末
広
、
本
山
勝
義
、
平
原
邦
夫
、

福
田
昭
義
溝
口
国
雄

(
三
十
年
精
続
章
)

小
峰
信
一
、
野
田
正
善
、
浜
田
重

案
、
渡
辺
勝
信
、
中
村
勇
、
染
石

え
人
、
田
中
米
吉
、
井
川
吉
春
、

前
本
勇
、
野
口
静
雄
、
栗
山
亀
久

書
、
梶
原
悟
、
岩
打
勝
美
、
井
川

純
男

石光
津 山公

兼毅 干
世 年

尾弄室
崎 謀 EE
積 八三

小松
山竹
幸 昭
→ 治 4

藤
本
福
見
、
石
崎
昭
市
、
馬
場
一

男

田
峰
正
春
、
山
上
義
一
大
汐

正
、
平
松
稔
、
今
里
政
敏
、
溝
上

秀
人
ブ
中
本
千
秋
、
山
口
勝
美
、

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

市
長
表
彰

(
退
職
者
に
対
し
感
謝
状
V

高
野
良
一
、
宮
本
巌
、
長
井
清
、

原
口
辰
己
、
仁
田
勝
俊
、
坂
元
初

次
、
福
田
平
四
郎
、
川
添
四
郎
、

岡
山
忠
、
中
道
一
二
、
田
崎
勝
美

小
森
司
、
辻
田
清
人
、
遠
岳
茂
、

松
尾
一
郎
、
尾
崎
靖
良
、
堂
山
治

義
、
久
保
敏
視
、
本
田
守
‘
一
瀬

弘
之
、
光
山
仁
、
平
地
健
吉
、
菅

野
谷
平
次
郎
、
上
野
忠
義

市
長
表
彰

(
三
十
年
勤
続
章
)

小
峰
信

一、

野
田
主
善
、
浜
田
重

実
、
渡
辺
勝
信
、
中
村
勇
、
染
石

義
人
、
田
中
米
吉
、
井
川
吉
春
、‘

前
本
勇
、

野
口
静
雄
、
栗
山
亀
久

書
、
梶
原
悟
、
岩
打
勝
美
、
井
川

純
男(

二
十
五
年
勤
続
章
)

松
永
繁
一
、
増
田
繁
満
、
井
手
幹

福
田
利
男
、
山
口
英
之
、
藤
本
栄

松
田
昇
、
小
川
土
喜
雄
、
梶
原
勝

穂
、
山
口
栄
、
一
ノ
瀬
噴
、
羽
佐

古
孝
夫
、
一
瀬
汀
、
森
広
作
、
岩

暗

照

て

田

添
重
俊
、
中
川
内
逸

雄
(
十
五
年
勤
続
章
)

峰
仕
郎
、
今
里
喜
代
治
、
遠
岳
久

芳
、
富
永
政
勝
、
奥
村
勇
夫
、
松

下
勝
俊
、
山
口
義
昭
、
田
口
正
木

桑
畑
義
昭
、
永
吉
俊
雄
‘
岩
本
美

浩
、
井
村
利
昭
、
原
口
三
郎
、
川

瀬
和
良
、
中
村
雅
則
、
山
内
征
年

小
川
勝
、
山
口
忠
、
松
尾
秀
志
、

原
孝
夫
、
梶
原
末
喜
、
野
本
力
太

吉
田
繁
俊
、
浦
川
勝
司
、
俵
崎
満

徳
、
清
水
義
隆
、
野
口
作
治
、
谷

村
輝
雄
、
松
本
安
幸
、
古
賀
刑
雄

馬
場
正
人
、
江
口
昇
十
、
松
永
義

男
、
久
保
春
好

(一

般
協
力
者
表
彰
)

高
木
政
雄

第
五
分
団
元
後
援
会
長

富
永
祐
吉

第
六
分
団
元
後
援
会
長

田

中

要

(
無
火
災
分
団
表
彰
)

第
十
五
分
団

市
消
防
団
長
表
彰

(退
団
者
に
対
し
感
謝
状
)

高
野
良
一
、
宮
本
巌
、
長
井
清
、

原
口
辰
己
、
仁
田
勝
俊
、
坂
元
初

次
、
福
田
平
四
郎
、
川
添
四
郎
、

岡
山
忠
、
中
道
一
二
、
田
崎
勝
美

小
森
司
、
辻
田
清
人
、
遠
岳
茂
、

松
尾
一
郎
、
尾
崎
靖
良
、
堂
山
治

義
、
久
保
敏
視
、
本
田
守
、
一
瀬

弘
之
、
光
山
仁
、
平
地
健
吉
、
菅

野
谷
平
次
郎
、
上
野
忠
義
、
川
口

成
見
、
金
子
真
澄
、
山
本
一
幸
、

中
島
悟
、
桑
原
繁
樹
、
前
川
茂
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一

納

税

組

合

一

加

入

ル」
組

合

設

立

を

私
た
ち
の
身
近
な
市
政
を
行
う

う
え
で
、
市
税
は
大
事
な
収
入
財

源
で
す
。

そ
こ
で
、
市
税
の
納
期
内
納
付

を
忘
れ
ず
、
納
め
や
す
い
よ
う
に

一
人
で
も
多
く
の
組
合
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
・

納
税
組
合
は
市
税
を
納
め
ら
れ

る
方
は
だ
れ
で
も
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
、
忙
し
い
方
、
遠
方
の
方

も
、
自
ら
役
所
な
ど
に
出
向
く
必

要
が
な
く
自
主
納
税
が
で
き
ま
す

ま
た
、
町
内
、
勤
務
先
な
ど
で

十
世
帯
以
上
あ
れ
ば
納
税
組
合
を

設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

納
付
額
に
よ
っ
て
組
合
に
報
償
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

納
税
組
合
で
明
る
い
納
税
に
ご

りむおお

協
力
下
さ
い
。

納
税
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
詳

し
い

乙
と
は
市
税
務
課
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

S
r
・-2
23
1
・・3
、..・・
5ζ
t
r

，、，，
制a.3E
，er
=
、延
B
t
・-
3
主・
2
・2、Z
J
f
t
p
・，、，
h
g
B

・f
.
、t
r

税〉

納税 証 明 書 の 請 求 は

お め

得

早

〈所

諜
早
税
務
署
に
請
求
さ
れ
る
納

税
証
明
書
は
、
昭
和
五
十
一
年
度

の
所
得
税
確
定
申
告
と
納
税
が
二

月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で

窓
口
が
大
変
混
雑
し
、
直
ち
に
交

付
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す。早
め
に
(
二
月
十
五
日
ご
ろ
ま
で
)

請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

な
お
、
昭
和
五
十
一
年
度
分
所

得
税
の
納
税
証
明
書
は
三
月
十
五

日
以
降
で
な
け
れ
ば
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す

第13回

長
崎
県
屋
外
広
告
物

コ

第
十
三
団
長
崎
県
屋
外
広
告
物

コ
ン
ク
ー
ル
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

O
目
的

屋
外
広
告
物
の
色
彩
、
意
匠
、

構
造
な
ど
技
術
の
向
上
に
よ
る
環

境
の
美
化
を
は
か
る
と
と
も
に
広

く
県
民
に
屋
外
広
告
物
に
対
す
る

関
心
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

ン

Jレ

開

催

ク
美
し
く
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に

資
す
る
も
の
と
す
る
。

O
応
募
資
格

長
崎
県
内
在
住
者

。
課
題

都
市
と
生
活
(
表
現
は
自
由
、

内
容
は
公
共
性
を
基
本
と
し
‘
商

業
性
の
も
の
は
除
く
)

O
出
品
点
数

d
e
j
G
納
税
は
、
市
県
民
税

4
期、

司
副
コ
に
き
申

E
F同ヨ
R
与
提
唱
屯
圃
〉
伺

nRV・「
。

制
限
な
し
(
た
だ
し
未
発
表
の

も
の
に
限
る
)

O
作
品
規
格

形
状
意
匠
が
独
創
性
に
富
み
、

屋
外
に
お
け
る
広
告
物
と
し
て
環

境
の
美
化
と
広
告
効
果
を
十
分
に

果
し
得
る
も
の
と
し
、
次
の
規
格

に
よ
る
も
の
。

す
法

平

面

縦

5
0
0雲
×
横

go喜

醐

∞

き
さ
h

材
料

木
枠
(
回
り
縁
忠
霊
×
∞
己
雲
材
)

カ
ラ

l
ト
タ
ン
張
り

O
応
募
申
込
書
の
提
出
先
及
び
期

間長
崎
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組

合
事
務
局

長
崎
市
出
島
町
一

O
の
一
五

日
新
ビ
ル
内

E
O九
五
八
(
二
五
百
二
九
九

並
び
に
佐
世
保
、
諌
早
、
大
村
及

び
島
原
各
組
合
支
部

一
月
二
十
日

t
一
月
二
十
九
日

市

税

の

納

付

お

忘

』

7
3
〉
納
税
は
、

O
作
品
搬
入
場
所
、
日
時

長
崎
市
公
会
堂
前
広
場
(
長
崎
市

魚
の
町
)

一
一
月
二
日
午
前
九
時
ま
で
に
各

自
搬
入
の
こ
と

。
作
品
展
示
期
間
、
場
所

一
一
月
二
日

l
二
月
八
回

公
会
堂
前
広
場
に
展
示

。
出
品
参
加
料

無
料

。
審
査

一
一
月
三
日
、
主
催
者
が
委
嘱
し
た

審
査
員
が
行
う
。

O
表
彰

表
彰
式
は
二
月
四
日
長
崎
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
(
長
崎
市
万
才
町
)

優
秀
な
作
品
に
は
県
知
事
賞
ほ
か

た
く
さ
ん
の
賞
が
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
長
崎
県
屋
外
広
告

美
術
協
同
組
合
事
務
局
(
長
崎
市

出
島
町
一

O
の
一
五
日
新
ビ
ル

内
)
へ

は
れ

な

R
b
E
Z
h刊
日
巨
W
M
H
U
晶
円

z
f
u
h
量
二
t
-
4

市
県
民
税

4
期、
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むーらおお市政だより(5) 市政だより

建設の 5部で発足経済市民総務企画 • • • • 
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会政行のイサ民市

設新を等課境環活生

一
月
十
六
日
か
ら
発
足
す
る
部
長
制
度
は

.
従
来
の
競
艇
事

業
部
の
外
に
企
画
・
総
務
・
市
民
・
経
済
・
建
設
の
五
部
が
加

わ
り
、
そ
の
下
に
関
係
す
る
課
が
所
属
し
て
相
E
に
連
絡
し
な

が
ら
市
政
の
運
営
に
当
り
ま
す
。

課
と
し
て
は
.
時
代
の
要
求
に
即
応
し
て
生
活
環
境
課
が
公

害
・
交
通
・
衛
生
等
、
生
活
に
密
接
し
た
問
題
を
処
理
す
る
よ

う
に
新
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た

公
共
用
地
の
取
得
は
、
窓
口
を
一
カ
所
に
決
め
て
用

地
課
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
市
民
の
声
を
広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
秘
書
広

報
課
の
新
設
と
と
も
に
市
民
相
談
室
で
の
簡
単
な
問
題
は
す
ぐ

処
理
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

税
金
関
係
に

つ
い
て
は
従
来
、
課
税
課
と
収
納
課
に
分
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
一
本
化
し
て
税
務
課
と
し
て
お
り
ま

す
。

図〕構機政〔行

電
子
計
算
課
は
将
来
市
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
企
画

部
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
ま
で
衛
生
課
と
し
て
な
じ
ま
れ
て
お
り
合
一
し
た
衛

生
・
ご
み
・
し
尿
の
関
係
は
、
衛
生
を
生
活
環
境
課
に
、
ご
み

し
尿
は
清
掃
課
と
し
て
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
部
長
制
度
は
機
構
を
新
た
に
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
努
力
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
部
長
制
度
に
よ
り
市
役
所
内
の
配
置
が
変
更
さ
れ
ま

す
の
で
、

市
役
所
へ
ど
来
庁
の
際
は
玄
関
の
案
内
板
を
ど
覧
下

さ
る
か
、

案
内
所
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

係
ま
で
の
機
構
図
は
下
記
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ど
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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お i

し i

り

せ

注
射
と
検
診

該
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

川
就
学
前
の
乳
幼
児

凶
小
・
中
・
高
校
な
ど
の
学
校
の

児
童
生
徒

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
た

人
凶
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人

間
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以
降

す
で
に
受
け
た
人

料

金

無

料
で
す
。

※
日
程
は
下
記
の
と
お
り

ま
た
、
同
一
会
場
で
循
環
器
検

三りょむに る期基 園
2月の日曜当番医

方す年か年と渥きのゲ
|日 | 診療科目 i 病(医〉院名 '1所在地じ重塾~I はのーわーをに 、検/

li 内科・小児科 | 松井医院 |久原13~叫主交里会用品す護言よ
161整形外科 [松永整形外科 |松並12-43001受ま診、健と結の ソ

産 婦人 科 |後藤産婦人科医並|ト6'0151，~互 Z E警主音品襲五
i 1 下診義該あ行撲発予五

H内 科1口l川岡 内 科 l凍院同は出東配均司司三瑚羽話出城11[l21'. ":'. 
，. "1-.--"1-----1い;い，が者なまをと法

内外 科 i中島外科 l向陽町|問 751 。てあはしす図早 l乙

， I 内 科 |沢田医院 l荒瀬15-7603
1201整形外科!牟田整形外科 l乾馬場12-45011
1皮フ科 l佐伯皮フ科岐部12-43301

1ml内科・産婦人科|桝本医院 !大川田1ド件h凶凶f日印附一1剖83郎3部5

l巴主Tケ一-j}外 科 |目佐日藤外科 i
抗出津12-3070

診療時間午前 9時~午後ι時

市政だより

診

(
四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
ま
で

の
方
を
対
象
に
問
診
、
検
尿
、

血

圧
測
定
な
ど
)
も
行
い
ま
す
。

日

10:00""'11:30 時間 13:00""'14:30 

館
一

民
一

区
一

地
一

場

一
中

一
竹松出張所

所

福祉センター

圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

二
月
の
健
鹿
相
談
室
日
程
は、

次
の
と
お
り
で
す
。

妊
娠
中
の
方
、
お
子
さ
ん
の
事

で
相
談
が
あ
る
方
、
血
圧
が
気
に

な
る
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

月 日 9:0川 1:0叩0中恥!h1
2旦2豆主旭叫2出l妊婦相談 |陥妊婦教室吐回)1| 
2用 4日(金列 H iト一般健康相談i

i2問月 9佃日(休水引 妊婦教室(2回)l
2月16吉水ヨ一一一竺一一|里盟塾室担11

I 2月18日(金〉【 一般健康相談i
l2

月23白(約二 三 十一一一l
!~月 25日(金}乳幼児相談i

場所 市役所健康相談室

国

妊

婦

教

室

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
丈
夫
な
赤
ち

ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め
に
、
一

緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
お
産
を
さ
れ
る
方
は
、

是
非
お
で
か
け
下
さ
い
。

時
間
午
後
一
時
か
ら

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

|月日 | 内
! ^ ~ ^ 

~ Ioはじめて母親となる心得
2月2日

10妊娠中の保健(乳房マッサージの実習) I :C第1回)
1
0映画、生命の創造、 | 

10安産のために(補助動作、妊婦体操の | 
; 2月9目|実 習，...------•• -

IC第2回)
1

0産後の保健 0映画すスキンシップJ
1 

1o育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)
! 

I 2月16日10家庭の幸せのために(家族計画

IC第3回)10妊娠中の栄養のより方式貧血食の実習)I 

~ 

廿
開
制

3
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
田
十
八
年
七
月
生
れ

及
び
同
年
一
月
か
ら
六
月
生
れ

で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て

い
な
い
人

目
時
許
一
月
二
十
七
日
(
木
)

午
前
九
時
三
十
分

l
十
時
三
十

分
。
午
後
一
時

l
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
ρ

な
お
}
現
在
、
は
し
か
な
ど
の

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

は
次
回
検
診
日
に
お
受
け
下
さ
い

公

売

圃
電
話
加
入
権

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。買

受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印

鑑
と
買
受
代
金
を
持
っ
て
ど
参
集

下
さ
い
。

日
時
一
月
二
十
五
日
午
前
十

時

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

公
売
保
証
金
見
積
価
額
の
百
分

の
十

代
金
納
付
期
限

r

一
月
二
十
五
日

午
前
十
一
時
三
十
分

。
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。

公
売
物
件

大

村

局

五

!
七
六
四

O
番

な
お
電
話
回
線
(
農
集
電
話
は

別
線
)
を
お
確
か
め
下
さ
い
。

O
詳
し
く
は
税
務
課
へ
。

待
つ
ル
ー
ル

電
話
の
場
合
、
ダ
イ
ヤ
ル

を
回
す
と
.
ベ
ル
が
相
手
を
…

呼
び
出
し
ま
す
が
.
乙
の
ベ

ル
で
の
呼
び
出
し
方
に
も
ル
…

i
ル
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
…

ま
す
。

気
軽
に
「
出
な
い
や
」
で
、

電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
の
も
…

困
り
も
の
。

受
話
機
を
と
ろ
う
と
し
た
…

瞬
間
に
ベ
ル
が
ピ
タ
リ
と
や
日

む
と
、
だ
れ
か
ら
の
電
話
で
…

ど
ん
な
用
件
、
だ
っ
た
ろ
う
と
…

気
に
な
る
。

反
対
に
、
出
る
ま
で
待
と
…

う
式
で
、
長
々
と
電
話
の
ベ

ル
を
鳴
ら
す
の
も
考
え
も
の

呼
び
出
し
音
は
十
回
(
約
一

三
十
秒
〉
鳴
ら
す
。

乙
の
ル

1
ル
を
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

電
報
電
話
局
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募

集

-

自

衛

『官

資
格
本
年
三
月
高
等
学
校
、
ま

た
は
大
学
を
卒
業
す
る
人

試
験
毎
週
二
回
、
筆
記
、
口
述

試
験
、
身
体
検
査

給
与
初
任
給
七
万
八
千
五
百
円

ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
、
衣
食
住
無

料
、
そ
の
他
各
種
手
当
支
給

連
絡
先
市
役
所
市
民
課
、
ま
た

は
ー自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

園
大
村
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
会
員

大
村
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
は

次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
員

ー小
学
一
、
二
年
生

十
五
大
小
学
三
年

t
六
年
生

三
十
人
(
但
し
、
学
年
は
昭

和
五
十
二
年
度
〉

会

費

月

二

千

円
F

入
会
金
二
千
円

入
会
資
格
医
師
の
診
察
に
合
格

し
た
人
。

入
会
受
付
二
月
+十五
日
ま
で

ー
但
し
、
定
数
に
達
し
た
と
き
は

締
切
り
ま
す
。

練
習
日
三
月
か
ら
市
民
体
育
館

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
及
び
月
二

回
小
浜
温
泉
プ
!
ル
使
用

申
込
及
び
問
合
せ
古
町
五
四
三

ノ
三
大
村
地
区
水
泳
連
盟

高
月
明
血
③
|
一
四
二
三
、
ま

た
は
市
役
所
財
政
課
高
月
ま
で

圏
第

8
回
全
国
実
業
団

選
抜
リ

i
ゲ
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
長
崎
県
大
会

日
時
二
月
六
日
(
日
)

r

午
後
O
時
三
十
分
か
ら

市
民
体
育
館

場
所

対
戦
チ

l
ム

@
東
洋
結
守
口

!

日

立
茂
原

⑧
住
友
金
属

|

旭

化
成

O
前
売
券
は
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
庖

で
お
求
め
下
さ
い
0

・
大
人

・
高
校
生

・
小
・
申
学
生

八
百
円

五
百
円

三
百
円

催

し

も

の

-
大
村
諌
阜
市
民
劇
場

水

上

勉

作

「飢
餓
海
峡
」

日
時

'
一
月
三
十
、一
日
(
月
)

・午
後
六
時
間
演

場
所
市
民
会
館

公

演

文

学
座

(
大
地
喜
和
子
、

高
橋
悦
史
、
七
尾
伶
子
他
)

入
場
料
一

般

二
千
五
百
円

高
校
生
千
円

小
・
中
学
生

五
百
円

園
郷
土
芸
能
講
演
会

一
月
二
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時

t
四
時

}
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
大
会
議
室

大
村
地
方
の

郷
土
芸
能
に

つ
い
て

l
沿
革
と
保
存
対
策
|

佐
賀
大
教
育
学
部
教
授

米
倉
利
昭
先
生

主
催

市
教
育
委
員
会

※
各
保
存
会
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
一
般
の
方
の
ご
来
場

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

場
所

演
題

講
師

-
第
9
回

良
い
映
画
を
見
る
会

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
・
場
所

主
催一

月
二
十
九
日
(
土
)

川

後

二
時

1
三
時
二
十
五
分

中
地
区
公
民
館

同
午
後
四
時
三
十
分

i
五
時
五

十
五
分

¥ ¥丸山三

コ いふら I

，X議議選議長 併さ 鑑櫨&ι:三 -1 三

鋭 機銭 聾艦益三:
逮葱欝議議経議事;;ifj盟園長三; チ ・2
種融込玉怠gI:~織泌 3激起草磁器経ぷ主主 ミ 量画面軍聞園田園田鹿 金対主三一

額縁警護畿議察機鰭翠議額鰐翠〉たお コ
桝 鶏議議鱒脳 機嬢費量謹襲 -

プ選鐘謬盤議選緩翠誼箇議暴露 松 づ

;議へ露盤麓翻璽 原く:
志議論臆灘機騒輔醸興扇頼醸 農 11 ~ 

j大出て方てを l イ延 協 ν

J変荷まい面お現裁 Jレチ治松ィ 15 ~ 
〈好したまにり在培ハゴ会百
〈評 、 、 す 毎 、、しウづ長農チ年
三を 松乙。週長約 てスく(協『
ヲ博 原 の 二崎六いでり会イ J 

Jしイほ I空 百ま見 十 員夫 音s
fてチか 三港アす 事 五七コ ι

:い ゴ県 回か l 。な 年十部会
三まと内 出ら Jレ イ 、入会
すしに 荷東作 チビ)野 f 
。で も し京つ ゴニは本

中
央
公
民
館

対

象

子

供
、一

般

入
場
料

無
料

映
画
「
ラ
イ
オ
ン
物
語
」
|
野
性

の
少
女
テ
ィ

l
ナ
l
、
十
六
ミ

リ
・
カ
ラ
l
・
ワ
イ
ド
作
品

八
十
五
分
、
文
部
省
選
定

解
説
ケ
ニ
ア
の
大
自
然
を
ゆ
る

が
す
野
獣
の
群
れ
の
中
で
、
百

獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
と
野
性
の
少

女
テ
ィ

l
ナ
!
と
の
聞
に
生
ま

れ
た
心
温
ま
る
物
語
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
描
い
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
I
へ
o
E
@
l
四一一一一一一

大
村
子

1 ど
も

月産1]

例場

A 
Z玄

一
月
二
十
三
日
(
日
)

午
後
二
時
か
ら

市
民
会
館
ホ
l
ル

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
室
内
合
奏
団

会

員

九

百

円

当
日
会
員
千
二
百
円

主

催

大

村
子

εも
劇
場

・

推
せ
ん
市
教
育
委
員
会

連
絡
先
一
池
田
郷
坂
口
富
永
方

E
②
!
四
三
四
五

日
時

場
所

内
容

会
費

園
長
期
、
低
利
で
融
資

雇
用
促
進
融
資
々
金

雇
用
促
進
融
資
と
は
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
に
よ
っ

て
.
定

め
ら
れ
た
数
以
上
の
労
働
者
を
雇

い
入
れ
る
事
業
主
、
ま
た
は
事
業

主
の
団
体
に
労
働
者
住
宅
及
び
諸

施
設
等
の
設
置
、
ま
た
は
整
備
の

た
め
の
資
金
を
長
期
、
低
利
に
融

資
し
て
、
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

化
寄
与
し
よ
う
と
す
る
制
度
で
す

受
付
期
間
二
月
二
十
八
日
ま
で

貸
付
わ
く
に
達
し
次
第
締
切
る

貸
付
対
象
施
設

O
労
働
者
住
宅
l
社
宅
、

寄
宿
舎

な
ど
。

O
福
祉
施
設

1
休
養
室
、
浴
場
、

食
堂
、
託
児
所
、
売
居
な
ど

O
そ
の
他

融
資
率
標
準
価
格
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
、
中
小
企
業
主
九
十

Mm
以
内
、
ま
た
は
八
十
Mm
以
内

Y

そ
の
他
の
'場
合
は
七
十
Mm以
内

ま
た
は
八
十
Mm以
内

利
率
中
小
企
業
年
七
・
五
Mm

大

企

業

年

八

Mm

償
還
期
間
五

t
十
年
以
内
(
貸

付
対
象
施
設
の
内
容
に
よ
る
)

申
込
先
取
扱
金
融
機
関
(
銀
行

相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
)

問
合
先

県
雇
用
保
険
課
ま
た
は

公
共
職
業
安
定
所
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そ

の

他

む

-
償
却
資
産
の
申
告

お
済
み
で
す
か

償
却
資
産
の
申
告
は
、
一
月
二

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
目

に
申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資

産
は
、
一
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り

に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
税

務
課
面
定
資
産
税
係
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

-
無
縁
墳
墓
の
改
葬
に

つ
い
て

西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
松
島
内
郷

の
墓
地
が
、
火
力
発
電
所
建
設
用

地
造
成
の
た
め
改
葬
さ
れ
ま
す
。

墳
墓
の
所
在
地
及
び
基
数
は
次

の
と
お
り
で
す
。

マ
西
彼
大
瀬
戸
町
松
島
内
郷
字
古

勘
場
二
四
二
番
地

古
勘
場
墓
地
三
十
基

マ
西
彼
大
甑
戸
町
松
島
内
郷
字
開

二
五
四
一
番
地
二

関

墓

地

二

十

五

基

マ
西
彼
大
福
戸
町
松
島
内
郷
字
開

二
五
三
六
番
地
第
二

開

墓

地

十

七

基

マ
西
彼
大
瀬
戸
町
松
島
内
郷
字
鰯

場
一
九
八
九
番
地
一
の
内

鰯

場

墓

地

十

基

乙
の
地
に
葬
ら
れ
た
方
の
縁
故

者
が
あ
れ
ば
届
け
出
て
下
さ
い
0

0
届
出
期
間
三
月
二
十
二
日
ま

で
@
届
出
先

西
彼
杵
郡
大
瀬
戸
町
瀬
戸
樫

浦
郷
二
二
二
六
番
地

大
潮
戸
町
役
場
住
民
課

-
国
税
だ
よ
り

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
税
金
と
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
「
く
ら
し
と
税
金
」

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
テ
レ
ビ

長
崎
で
放
映
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。

二
月
の
放
映
日
と
テ
l
マ

五
日
税
の
相
談
は
お
気
軽
に

十
二
日
土
地
を
売
っ
た
と
き
の

税
金

十
九
日
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
と
税

金

二
十
六
日
税
務
大
学
校

量
家
の
花
嫁
(
婿
)
の

結
婚
相
談
は
、
農
協
支
所
、

ま
た
は
農
業
委
員
会
へ

ど
う
ぞ

教
育
振
興
資
金
へ

竹
松
本
町
の
橋
口
孫
一
さ
ん
は

永
年
に
わ
た
っ
て
竹
松
小
学
校
校

医
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
方
で
す
が

去
る
十
二
月
、
社
会
教
育
の
振
興

の
た
め
に
と
、
百
万
円
の
多
額
の

ど
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

乙
の
尊
い
ど
意
志
を
充
分
に
生

か
し
て
、
主
と
し
て
青
少
年
の
読

書
活
動
振
興
に
役
立
て
ら
れ
る
予

定
で
す
。

な
お
、
同
氏
に
対
し
て
高
木
市

長
か
ら
感
謝
状
を
贈
る
と
共
に
、

病
床
の
同
氏
を
市
長
及
び
教
育
長

が
見
舞
い
、
深
い
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

中
央
小
学
校
へ

ム
中
諏
訪
町
の
吉
松
忠
徳
さ
ん
は

火
災
見
舞
の
謝
礼
と
し
て
児
童

用
図
書
を

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

ム
岩
松
郷
の
岩
本
勇
さ
ん
は
、
亡

父
勇
次
さ
ん
の
忌
明
に

ム
水
主
町
の
渋
江
和
子
さ
ん
は
、

亡
夫
武
さ
ん
の
忌
明
に

ム
武
部
郷
の
田
中
保
治
さ
ん
は
、

亡
長
女
清
美
さ
ん
の
忌
明
に

ム
宮
小
路
九
電
社
宅
の
立
花
フ
ジ

子
さ
ん
は
、
℃
夫
泰
彦
さ
ん
の

忌
明
に

ム
日
泊
郷
の
清
水
増
雄
さ
ん
は、

ム ムム ム A ムムムム A
の会大 皆 二大金小売シのラ古金テスんの長明サは内玖亡西ハ片亡久亡乾亡
益 の 村 さ中村婚佐りメ皆ブ町をイマは会崎にさ、フ島母本 Jレ町夫原父馬父
金皆 市 ん隊駐記古上ナさ白老 l ス、の空 んてキ郷ヒ町ヱの次郷久場伝
のさ青はのと念のげワん寿人 のパク 皆 港 の母さのサのさ家男の夫郷治
ーん年 愛 かんに山金のは会ク 益 l リさ友 忌フん山さ小ん田さ井さのさ
部は農のた地際口の ん川の修ん沢ん溝ん
を、業募ろ第しる一 -._...._...一…ー...._...._....一…一....-…ー…ー のフ思さのミの口の

青者金う四 い部 忌 ミ 明 ん 忌 ト 忌 禎 忌
年連を会施 さを 明さには明さ明治明
農絡 会設 ん ~ .. '.....&...-，. . にん 、にんにさに
業 協 員大 は : ご寄付ありがとう ! は 亡 は ん
祭議の隊 ・ -~_ 1"  、母 、は

lム のね ム i ー ム 市 ム ム交
大たた木 町久本大サ '-ざいました ! 得大立亡松け本久通
村めき場二原町村さ 品川清長並らパ原安
市にり〕、、、地ん 田和女二れス郷全
l老ご老の赤下上区の し _i 腕町園美了た協の対
人預人皆佐久小婦忌 …ー一 時神へ紀目機会松策
福託並さ 古原路人明 計近ご子百会長添費
祉びん、、、会に ム ヘホ特 ム 会害大ー操預さ田にか興と
セ に は本片前各金は内玖ご l別 金 ん 亡 作 ト 旭 へ 者 村 コ さ 託 ん 潔 金 ら さ し
ン 独、小町舟支一、フ島預ム養ーの母さの町ご団甫)ん のさー表んて
タ 居金路ー津部封亡キ郷託慈謹封忌ヰγ ん 本 ア 預 体 身 を は 忌 ん 封 彰 は ご
i I 老一、、、〔 母さの 富老を明マは浦ノf 託連休 、 明はをを、預
桜 人封後片上西 フん山 荘 人 にさ、豊 l 合障 拾 に 、 受日託

荘
ご
利
用
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
の

募
金
を

家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
の
老
人
の

た
め
に
ご
預
託

ム
水
田
二
区
の
俣
野
ト
ヨ
子
さ
ん

は
、
タ
オ
ル
〈
二
十
本
)
を

清
和
園
へ

A
秀
栄
会
、
藤
間
勘
巳
満
一
行
十

五
人
、
舞
踊
慰
問
、
み
か
ん
十
キ

ロ
、
ム
小
路
口
、
出
口
ウ
タ
さ
ん

み
か
ん
十
キ
ロ
、
ム
久
原
団
地
の

船
本
行
徳
さ
ん
、
大
根
八
・
五
キ

ロ
、
ト
マ
ト
六
キ
ロ
、
ム
大
村
園

芸
高
校
木
戸
先
生
外
生
徒
六
十
人

演
劇
す
劇
、
舞
踊
、
歌
慰
問
、
み

か
ん
十
五
キ
ロ
、
ぞ
う
き
ん
三
十

五
枚
、
ム
向
陽
高
校
徳
永
先
生
外

八
人
、
み
か
ん
六
キ
ロ
、
花
八
束

ム
富
松
神
社
久
田
松
四
郎
衛
さ
ん

五
千
円
、
ム
運
転
免
許
試
験
場
職

員
、
家
族
演
芸
倶
楽
部
平
山
益
美

さ
ん
外
十
五
人
、
舞
踊
慰
問
、
詩

吟
、
尺
八
.
み
か
ん
十
五
キ
ロ
、

お
菓
子
十
五
袋
、
ム
大
村
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
盆
栽
愛
好
会
、
盆

栽
六
鉢
、
暫
定
欽
一
個
、

ム
大
村

オ
ー
デ
ィ
オ
倶
楽
部
吉
岡
会
長
外

六
人
、
音
楽
慰
問
、
ム
松
並
第
二

子
供
会
、
図
画
九
十
五
枚
、
ム
大

村
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
慰
問
金

六
万
四
千
五
百
円
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